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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

この製品は、関連する全ての欧州指令に適合してい
ます。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適
合宣誓書をご覧ください。

この製品は米国特許 7,337,601および 7,775,025によっ
て保護されております。

はははじじじめめめににに
このグルーマ・キットは、常用型のリール・モア
に取り付けて使用する専門業務用の製品であり、
そのような業務に従事するプロのオペレータが運
転操作することを前提として製造されています。
この製品は、集約的で高度な管理を受けているス
ポーツ・フィールドや商用目的で使用される芝生に
グルーミングを行うことを主たる目的として製造
されております。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。各番号は出荷カートンに印刷されてい
ます。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 1を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 1

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は EN ISO 5395:2013適合製品です。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
• グルーマをお使いになる前に、トラクションユ

ニットとカッティングユニットおよびこのマニュ
アルを読み、内容をよく理解してください。

• お使いになる前にこのマニュアルを読み、使い
方を守ってご使用ください。

• 子供に運転させないでください。大人であって
も適切な訓練を受けていない人にはトラクショ
ンユニットの運転やカッティングユニットの使
用をさせないでください。このマニュアルを読
み、内容をきちんと理解した人のみが取り扱っ
てください。

• アルコールや薬物を摂取した状態で運転や操作
を行うことは避けてください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取り
付けて使用してください。安全カバーや安全装
置が破損したり、ステッカーの字がよめなく
なったりした場合には、機械を使用する前に修
理や交換を行ってください。また、常に機械全
体の安全を心掛け、ボルト、ナット、ネジ類が
十分に締まっているかを確認してください。

• 作業には必ず、すべりにくい頑丈な靴をはいて
くださいサンダルやテニスシューズ、スニー
カーやショーツでの作業は避けてください。ま
た、だぶついた衣類は機械にからみつく危険が
ありますから着用しないでください。作業に
は、必ず長ズボンと頑丈な靴を着用してくださ
い。安全メガネ、安全靴、およびヘルメットの
着用をおすすめします。地域によってはこれら
の着用が義務付けられています。

• 作業場所をよく確認し、機械にはね飛ばされる
危険のあるものはすべて取り除いてください。
作業場所から人を十分に遠ざけてください。

• 刃が硬いものにぶつかったりカッティングユ
ニットが異常な振動をしたりした場合は 直ちに
エンジンを停止し、そして。 機体や部品に損傷
が発生していないか点検してください。損傷や
異常があれば修理を行い、それまでは作業を再
開しないでください。

• 機械から離れる前に、必ずカッティングユニット
を地面に降下させ、キーを抜き取ってください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、常
にカッティングユニットとグルーマ全体の安全
を心掛けてください。

• 整備・調整格納作業の前には、エンジンが不意
に作動することのないよう、必ずキーを抜き
取っておいてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場

合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整
備作業は行わないでください。大がかりな修理
が必要になった時や補助が必要な時は、Toro正
規代理店にご相談ください。

• Toro製品をToro製品として維持し、いつも最高の
性能を発揮できるよう、必ず の純正部品をご使
用ください。他他他社社社ののの部部部品品品やややアアアクククセセセサササリリリははは絶絶絶対対対ににに
ごごご使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。必ずToroの商標
を確かめてご購入ください。他社の部品やアク
セサリを使用すると Toro®社の製品保証が適用
されなくなる場合があります。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

45°グリスフィッティング 1
刈高ブラケットアセンブリ右側 1
刈高ブラケットアセンブリ左側 1
フランジロックナット、3/8 in 2
スプライン付きインサート 1
グルーマ・シャフトアセンブリ 1
シムワッシャ必要に応じてベルトの整列に使用 1
Oリング黄色Model 03665および 03666で使用 1
ソケットヘッドねじ、3/8 x 1 in 4
グルーマ・ベルト 1
アイドラスプリング 1
ゴム製グロメットリング後ローラブラシキットが
取り付けられている場合に使用

1

固定ネジ後ローラブラシキットが取り付けられて
いる場合に使用

1

オペレーターズマニュアル 1
パーツカタログ 1

グルーマを取り付ける.

必要なパーツはありません。 – ブルーマ・キットオプションを取り付ける。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトににに必必必要要要なななもももののの

この左右グルーマキット モデル03655 および
03666は、リールマスター 5210/5410用DPAカッティ
ングユニット モデル 03661, 03694, 03695 に取り付け
て使用することができます。後ローラブラシキッ
トを取り外す必要はありません。

この左右グルーマキット モデル03685 および
03686 は、リールマスター 5510/5610用DPAカッ
ティングユニット モデル 03681, 03682, 03693, 03696,
03697 およびリールマスター 6500/67000用DPAカッ
ティングユニット モデル 03863, 03864, 03698, 03699に
取り付けて使用することができます。後ローラブラ
シキットを取り外す必要はありません。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

セセセッッットトトアアアッッップププににに必必必要要要ななな工工工具具具
• 5/16インチソケット

• 1/2インチ深穴ソケット

• 9/16インチ深穴ソケット

• 5/8インチソケット

• 3/8インチレンチ

• 1/2インチレンチ

• 9/16インチレンチ (2)

• 5/16六角レンチ

• 5/32六角レンチ

• 3/8-16タップ

• ラジオペンチ

• 6インチ定規,トロP/N 114-5446

• 12 in 直定規

• マイナスドライバ

• 万力プライヤ

• トルクレンチ20-26 Nm

• トルクレンチ37-45 Nm3.74.6kg.m

• トルクレンチ46-54 Nm

• トルクレンチ8595ft-lb11.512.8kg.m

• リール駆動シャフトツール TOR4112: モデル
03665と 03666でのみ必要

• リール駆動シャフトツール TOR4114: モデル
03685と 03686でのみ必要

• ロクタイト 242青
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グググルルルーーーマママキキキッッットトトののの向向向きききにににつつついいいててて

どのカッティングユニットも、カウンタウェイトを
カッティングユニットの左側に取り付けて出荷して
います。グルーマキットおよびリールモータの位置
を、以下の図で確認してください。

図図図 2
* リールマスター 6700 のみ

注注注この説明書では、左側グルーマキットカッティン
グユニットの左側にカウンタウェイトを取り付け
るについて、その取り付け手順を解説します。右側
グルーマキットの場合には、カッティングユニット
の右側にカウンタウェイトを取り付けます。

注注注グルーマキットとブラシキットの両方をカッティ
ングユニットに取り付ける場合には、グルーマキッ
トを先に取り付けてください。

以以以下下下ののの説説説明明明ははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトににに後後後ロロローーーラララブブブ
ラララシシシががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいななないいい場場場合合合ののの手手手順順順ででですすす。。。カカカッッッ
テテティィィンンングググユユユニニニッッットトトににに後後後ロロローーーラララブブブラララシシシががが取取取りりり付付付けけけららられれれ
ててていいいるるる場場場合合合ののの手手手順順順ははは10ペペペーーージジジかかかららら始始始まままりりりままますすす。。。

グググルルルーーーマママををを取取取りりり付付付けけけるるる

後後後ロロローーーラララブブブラララシシシががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいななないいいカカカッッッ
テテティィィンンングググユユユニニニッッットトト

1. 平らな場所に停車して駐車ブレーキを掛ける。

2. カッティングユニットが OFFになっているこ
とを確認する。カッティングユニットを床面
まで降下させる。エンジンを止め、キーを抜
き取る。全部のカッティングユニットをトラ
クションユニットから外す。

注注注 グルーマアセンブリについていたプラス
チック製の黒いタイ結束ひもが全部外されて
いることを確認する。

3. カウンタウェイトをカッティングユニットの
左側に固定しているボルト2本を外す。カウン
タウェイトを取り外す図 3。

図図図 3

1. カウンタウェイト 2. グリス・ニップル

4. ベアリングハウジングについているストレー
トグリスフィッティングを外して45度フィッ
ティングに取り替える図 3。フィッティング
がカッティングユニットの上面を向くように
取り付ける。

5. 刈高ブラケットをカッティングユニットのサ
イドプレートに固定しているキャリッジボル
トを外す図 4。

図図図 4

1. 刈高ブラケット 2. キャリッジ・ボルト

6. 刈高ブラケットをローラシャフトの前に固定
しているネジをゆるめる。

7. カッティングユニットのサイドプレートから
刈高ブラケットと前ローラを取り外す図 4。

8. 5/16 x 1-1/8 inキャップスクリュと 5/16 inフ
ランジヘッドロックナットを使用して、新し
い左右刈高ブラケットを、既存の前ローラに
取り付ける。刈高ブラケットは 図 6のよう
に組み付ける。

注注注 左側刈高ブラケットには Lのマークがつ
いており、右側刈高ブラケットには Rのマー
クがついています。

9. 図 図 6を参考にして、先ほど外したキャリッ
ジボルトと新しい 3/8 inフランジナットを使っ
て、各サイドプレートの上側の四角穴に刈高
ブラケットを仮止めする.
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注注注 刈高調整ボルトのワッシャが、フランジの
左右に配置されるようにすること図 5。

10. ワッシャがサイドプレートのフランジに接触
するまで刈高調整ボルトを締め付け、そこか
ら、ナットを 1/2回転だけ戻す図 5。

図図図 5

1. ワッシャ 3. サイドプレートのフランジ

2. ロックナット

11. ローラが刈高ブラケットの中間にくるように
調整し、キャップスクリュとロックナットで
ブラケットに固定する。図 6。

図図図 6

1. 刈高ブラケット 3. キャリッジ・ボルト

2. キャップスクリュとロックナッ
ト

12. リール駆動シャフトツールを使って、リー
ルシャフトのリールモータ側の端部からスプ
ライン付きインサートを取り外す図 7。モデ
ル 03665および 03666にはツール TOR4112を
使用する。モデル 03685および 03686にはツー
ル TOR4074を使用する。スプライン付きイン
サートが入っていたところのネジ部について
いるグリスをきれいにふき取ること。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののスススプププララライイイ
ンンン付付付きききイイインンンサササーーートトトははは左左左ネネネジジジででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののスススプププララライイインンン付付付きききイイインンンサササーーートトト
ははは右右右ネネネジジジででですすす。。。

13. リールシャフトに新しい長いスプライン付
きインサートを取り付ける図 7。インサート
を取り付ける前に、ネジ山部分にロクタイト
青を塗りつける。8595 in-lb 11.512.8 kg.mにト
ルク締めする。

図図図 7

1. スプライン付きインサート 2. これらの穴をきれいにする

14. グルーマアセンブリの非非非駆駆駆動動動側側側に、グルー
マプレートを取り付ける クイックアップレ
バーをグルーマシャフトアセンブリから離し
て取り付けること図 9。

15. 3/8-16タップを使って、左右のサイドプレー
トの取り付け穴の内壁のペイントを除去す
る。図 7。

16. 3/8 x 1 inソケットヘットねじ2本を使って、
カッティングユニットの駆動側にピボットハ
ブ、クイックアップレバー付き駆動側グルー
マプレート、およびシムを、取り付ける図
9。取り付ける前に、ネジ山部分にロクタイ
ト青を塗りつける。

重重重要要要 Oリリリンンングググををを忘忘忘れれれずずずににに、、、まままたたた、、、正正正しししいいい向向向ききき
でででピピピボボボッッットトトハハハブブブににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと図図図 8。。。
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図図図 8

1. リング

重重重要要要 ピピピボボボッッットトトハハハブブブシシシャャャフフフトトトのののスススプププララライイインンンののの
付付付いいいててていいいるるる側側側ののの端端端部部部ががが、、、スススプププララライイインンン付付付きききイイインンン
サササーーートトトににに嵌嵌嵌まままるるるよよようううににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。

重重重要要要 ピピピボボボッッットトトハハハブブブ取取取りりり付付付けけけ面面面ががが、、、カカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトトのののサササイイイドドドプププレレレーーートトトととと面面面一一一ににになななっっっ
ててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。ピピピボボボッッットトトハハハブブブ
とととサササイイイドドドプププレレレーーートトトののの間間間でででシシシムムムががが締締締めめめ付付付けけけららられれれ
てててはははいいいけけけななないいい。。。

17. グルーマシャフトに非駆動側グルーマプレー
トを取り付ける図 9。シールスプリングを落と
さないように注意すること。

18. 3/8 x 1 inソケットヘッドねじ2本を使って、非
駆動側ピボットハブを、カッティングユニッ
トのサイドプレートに取り付ける図 9。取り
付ける前に、ネジ山部分にロクタイト青を塗
りつける。

図図図 9

1. グルーマ・シャフトアセンブリ 7. シム取り付け完了状態で締め付けられていないゆるいこと。

2. クイックアップレバー付きグルーマプレート非駆動側 8. ピボットハブ非駆動側

3. ピボットハブ駆動側 9. アイドラスプリング

4. スプライン付きシャフト 10. ベルト

5. クイックアップレバー付きグルーマプレート駆動側 11. シールスプリング

6. クイックアップレバー

19. 各エクスクルーダシールのリップがそれぞれ
のベアリングハウジングに軽く接触するよう
にすること図 10。
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図図図 10

1. エクスクルーダ・シール 2. ベアリングハウジング

20. 3/8 x 3/4 inフランジヘッドボルトを使って、
クイックアップレバーアセンブリをサイドプ
レートに取り付ける図 9。

21. プーリにグルーマベルトを取り付ける図 9。
ベルトのリブが、各プーリの溝にきちんとは
まるように取り付けること。

22. アイドラスプリングをアイドラプレートの穴
に掛け、グルーマプレートの低い方のスタッ
ドに掛け回す図 11。スプリングフックの開
いている側の端部が駆動プーリを向くように
取り付ける。

図図図 11

1. アイドラスプリング 3. 低い方のスタッド

2. アイドラプレートタブ

23. ベルトとプーリの整列を以下の要領で点検する

• 駆駆駆動動動プーリの外側面に直定規を当てる図
12。

重重重要要要 アアアイイイドドドラララプププーーーリリリととと間間間違違違わわわななないいいこここととと。。。

図図図 12

• 駆動プーリの面と受動プーリの面とが 0.75
mm以内に整列している必要がある。

• 整列していない場合には、「プーリの整
列」を参照。

• 整列している場合には、取り付けを続け
る。

重重重要要要 プププーーーリリリががが正正正しししくくく整整整列列列しししててていいいななないいいととと、、、ベベベルルル
トトトががが早早早期期期ににに破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

24. グルーマカバーを取り付けて 5/16 inフラン
ジナット2個で固定する図 13。

重重重要要要 ナナナッッットトトををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるとととカカカバババーーーががが破破破損損損
すすするるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。

図図図 13

1. カバー

25. 各ベアリングハウジングにグリスを詰める図
14。内側シールとシールガードの間から余分
なグリスが出てくる。

26. 各ベアリングにグリスを注入する注入は 23
回を限度とすること図 14。グリスが多すぎ
ると大きな問題が出るので、グリスを入れす
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ぎないように十分注意する。はみ出したグリ
スはふき取る。

図図図 14

注注注 グルーマベアリングにグリスを注入した
ら、30秒間程度グルーマを回転させ、エンジ
ンを止めて、グルーマシャフトとシールから
余分なグリスを除去してください。

27. グルーマの高さの調整 「グルーマの高さを調
整する」の項を参照。

後後後ロロローーーラララブブブラララシシシががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるるカカカッッッ
テテティィィンンングググユユユニニニッッットトトへへへののの本本本キキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 平らな場所に停車して駐車ブレーキを掛ける。

2. カッティングユニットが OFFになっているこ
とを確認する。カッティングユニットを床面
まで降下させる。エンジンを止め、キーを抜
き取る。全部のカッティングユニットをトラ
クションユニットから外す。

3. ローラブラシカバー取り付けナット2個を外し
て、カバーを外す図 15。

図図図 15

1. ベルト・カバー

4. リールを回しながらつまり駆動プーリを回しな
がら、駆動プーリからベルトをはずす図 16。

G011425

1
2

3
図図図 16

1. ベアリングハウジングシャ
フト

3. 駆動プーリ

2. スペーサ

注注注 リールを回すときにはパッドのついている
手袋や厚いウェスなどを使用すること。

注注注 アイドラ・プーリが固定されている場合
には、ローラ・ブラシ・アイドラ・プーリを
ローラ・ブラシ・ピボット・プレートに固定
しているナットをゆるめてベルトをゆるめて
ください。ナットは外さないでください。

5. ローラブラシ駆動プーリをベアリングハウ
ジングシャフトに固定しているボルトを取り
外す図 16I。

6. シャフトから、ローラブラシ駆動プーリとス
ペーサを外す図 16。

7. ローラブラシピボットプレートをベアリン
グハウジングに固定しているキャップスクリュ
2本を取り外す図 17。
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図図図 17

1. ショルダ・ボルト 5. ローラブラシ取り付けブラ
ケット

2. ブラシプレート 6. フランジロックナット

3. キャップスクリュ 7. ローラブラシベアリングハ
ウジング

4. ベアリングハウジングのグ
ロメット

8. ローラブラシピボットプレートをベアリン
グハウジングに固定しているショルダボルト
を取り外す図 17。

9. アイドラプーリアセンブリがついたまま、ピ
ボットプレートを取り外す図 17。

10. ベアリングハウジングをカッティングユニッ
トのサイドプレートに固定しているネジ2本を
取り外す図 18。

11. サイドプレートからベアリングハウジングを
取り出す図 18。

図図図 18

1. ベアリングハウジング

12. 刈高ブラケットをカッティングユニットのサ
イドプレートに固定しているキャリッジボル
トを外す図 19。

13. 刈高ブラケットを前ローラシャフトに固定し
ているキャップスクリュとロックナットをゆ
るめる図 19。

14. カッティングユニットのサイドプレートから
刈高ブラケットと前ローラを取り外す図 19。

図図図 19

1. 刈高ブラケット 2. キャリッジ・ボルト

15. 5/16 x 1-1/8 inキャップスクリュと 5/16 inフ
ランジヘッドロックナットを使用して、新し
い左右刈高ブラケットを、既存の前ローラに
取り付ける。刈高ブラケットは 図 20のよう
に組み付ける。

注注注 左側刈高ブラケットには Lのマークがつ
いており、右側刈高ブラケットには Rのマー
クがついています。

図図図 20

1. 刈高ブラケット 3. キャリッジ・ボルト

2. キャップスクリュとロックナッ
ト

16. 図 図 20を参考にして、先ほど外したキャリッ
ジボルトと新しい 3/8 inフランジナットを使っ
て、各サイドプレートの上側の四角穴に刈高
ブラケットを仮止めする.

注注注 刈高調整ボルトのワッシャが、フランジの
左右に配置されるようにすること図 21。
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図図図 21

1. ワッシャ 3. サイドプレートのフランジ

2. ロックナット

17. ワッシャがサイドプレートのフランジに接触
するまで刈高調整ボルトを締め付け、そこか
ら、ナットを 1/2回転だけ戻す図 21。

18. ローラがブラケットの中間にくるように調整
し、キャップスクリュとロックナットでブラ
ケットに固定する。図 20。

19. リール駆動シャフトツールを使って、リー
ルシャフトのリールモータ側の端部からスプ
ライン付きインサートを取り外す図 22。モデ
ル 03665および 03666にはツール TOR4112を
使用する。モデル 03685および 03686にはツー
ル TOR4074を使用する。スプライン付きイン
サートが入っていたところのネジ部について
いるグリスをきれいにふき取ること。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののスススプププララライイイ
ンンン付付付きききイイインンンサササーーートトトははは左左左ネネネジジジででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののスススプププララライイインンン付付付きききイイインンンサササーーートトト
ははは右右右ネネネジジジででですすす。。。

図図図 22

1. スプライン付きインサート 2. これらの穴をきれいにする

20. リールシャフトに新しい長いスプライン付き
インサートを取り付ける図 22。インサート
を取り付ける前に、ネジ山部分にロクタイト
青を塗りつける。8595 in-lb 11.512.8 kg.mにト
ルク締めする。

21. グルーマアセンブリの非非非駆駆駆動動動側側側に、グルー
マプレートを取り付ける グルーマシャフトア
センブリから離して取り付けること図 24。

22. 3/8-16タップを使って、左右のサイドプレー
トの取り付け穴の内壁のペイントを除去す
る。図 23。

23. 3/8 x 1 inソケットヘットねじ2本を使って、
カッティングユニットの駆動側にピボットハ
ブ、駆動側グルーマプレート、およびシムを
取り付ける図 24。取り付ける前に、ネジ山部
分にロクタイト青を塗りつける。

重重重要要要 Oリリリンンングググををを忘忘忘れれれずずずににに、、、まままたたた、、、正正正しししいいい向向向ききき
でででピピピボボボッッットトトハハハブブブににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと図図図 23。。。

図図図 23

1. リング

重重重要要要 ピピピボボボッッットトトハハハブブブシシシャャャフフフトトトのののスススプププララライイインンンののの
付付付いいいててていいいるるる側側側ののの端端端部部部ががが、、、スススプププララライイインンン付付付きききイイインンン
サササーーートトトににに嵌嵌嵌まままるるるよよようううににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。
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重重重要要要 ピピピボボボッッットトトハハハブブブ取取取りりり付付付けけけ面面面ががが、、、カカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトトのののサササイイイドドドプププレレレーーートトトととと面面面一一一ににになななっっっててて
いいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。ピピピボボボッッットトトハハハブブブとととサササ
イイイドドドプププレレレーーートトトののの間間間でででシシシムムムががが締締締めめめ付付付けけけららられれれててて

はははいいいけけけななないいい。。。シシシムムムははは自自自由由由にににピピピボボボッッットトト回回回転転転でででききき
なななけけけれれればばばいいいけけけななないいい。。。

24. グルーマシャフトに非駆動側グルーマプレー
トを取り付ける図 24。シールスプリングを落
とさないように注意すること。

図図図 24

1. グルーマ・シャフトアセンブリ 7. シム取り付け完了状態で締め付けられていないゆるいこと。

2. クイックアップレバー付きグルーマプレート非駆動側 8. ピボットハブ非駆動側

3. ピボットハブ駆動側 9. アイドラスプリング

4. スプライン付きシャフト 10. ベルト

5. クイックアップレバー付きグルーマプレート駆動側 11. シールスプリング

6. クイックアップレバー

25. 3/8 x 1 inねじ2本を使って、非駆動側ピボッ
トハブを、カッティングユニットのサイドプ
レートに取り付ける図 24。取り付ける前に、
ネジ山部分にロクタイト青を塗りつける。

26. 各エクスクルーダシールのリップがそれぞれ
のベアリングハウジングに軽く接触するよう
にすること図 25。

図図図 25

1. エクスクルーダ・シール 2. ベアリングハウジング

27. 3/8 x 3/4 inフランジヘッドボルトを使って、
クイックアップレバーアセンブリをサイドプ
レートに取り付ける図 24。
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28. プーリにグルーマベルトを取り付ける図 24。
ベルトのリブが、各プーリの溝にきちんとは
まるように取り付けること。

29. アイドラスプリングをアイドラプレートの穴
に掛け、グルーマプレートの低い方のスタッ
ドに掛け回す図 26。スプリングフックの開
いている側の端部が駆動プーリを向くように
取り付ける。

図図図 26

1. アイドラスプリング 3. 低い方のスタッド

2. アイドラプレートタブ

30. ベルトとプーリの整列を以下の要領で点検する

• 駆駆駆動動動プーリの外側面に直定規を当てる図
27。

重重重要要要 アアアイイイドドドラララプププーーーリリリででで調調調整整整ををを行行行っっってててはははななな
らららななないいい。。。

図図図 27

• 駆動プーリの面と受動プーリの面とが 0.75
mm以内に整列している必要がある。

• 整列していない場合には、「プーリの整
列」を参照。

• 整列している場合には、取り付けを続け
る。

重重重要要要 プププーーーリリリががが正正正しししくくく整整整列列列しししててていいいななないいいととと、、、ベベベルルル
トトトががが早早早期期期ににに破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

31. グルーマのウェイトをグルーマカバーに固定
している 5/16 inフランジナット2個を外して
ウェイトを取り外す図 28。

図図図 28

1. グルーマ・ウェイト 4. ゴム製のグロメットリング

2. グルーマカバー 5. カバーねじ取り外す

3. むくのグロメット 6. 固定ネジ2本

32. カバーについているむくのハトメを取り外して
ゴム製のグロメットリングに交換する図 28。

33. カバーにねじ込んである 5/16 x 1-1/4ネジ2本を
取り外す図 28。

34. グルーマカバーのセンター穴から固定ねじを
取り外す図 28。この固定ネジと、キットに
入っているもう 1つの固定ネジを、先ほどま
でカバー取り付けネジが入っていた穴に取り
付ける。取り付ける前に、固定ネジにロクタ
イトを塗りつける。固定ネジがカバーと面一
になっていることを確認すること。

35. グルーマカバーを取り付けて 5/16 inフラン
ジナット2個で固定する図 29。

重重重要要要 ナナナッッットトトををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううにににすすするるるこここととと。。。
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図図図 29

1. グルーマカバー 2. グロメット

36. Aグロメットカバーについているグロメットの
内側に薄くグリスを塗る図 29。

37. ローラブラシベアリングハウジングをロー
ラブラシ取り付けブラケットに固定している
ボルトをゆるめる図 30。

38. ローラブラシピボットプレートを取り付ける
図 30。ピボットプレートの突き出し部をグロ
メットに挿入するときに、グロメットがカバー
に正しく着座しているのを確認すること。

G011426

6

4

7

5

12 3
図図図 30

1. ショルダ・ボルト 5. ローラブラシ取り付けブラ
ケット

2. ブラシプレート 6. フランジロックナット

3. キャップスクリュ 7. ローラブラシベアリングハ
ウジング

4. ベアリングハウジングのグ
ロメット

39. 5/16 x 5/8 inキャップスクリュ2本に 242ロクタ
イト青を塗り、これを使ってブラシプレート
をローラブラシベアリングハウジングに取り
付ける図 30。キャップスクリュを 2.02.6 kg.m
にトルク締めする。

40. ローラブラシプレートがカッティングユニッ
トのサイドプレートに平行になっているかど

うか点検する。平行でない場合は、以下の作
業を行う

• ローラブラシ取り付けブラケットをカッ
ティングユニットのサイドプレートに固
定しているフランジナット2個をゆるめる
図 30。

• ブラシプレートがカッティングユニットユ
ニットのサイドプレートに平行になるまで
ローラブラシベアリングハウジングを回
転させる図 30。

• ローラブラシ取り付けブラケットをカッ
ティングユニットのサイドプレートに固
定しているフランジロックナット2個を締
め付ける図 30。

41. ショルダボルトにロクタイト242青を塗布する
図 30。ショルダボルトを使って、ブラシプ
レートをグルーマカバーに取り付ける。(図
29。ボルトを 2.02.6 kg.mにトルク締めする。

42. グルーマプーリを駆動シャフトに固定してい
るボルトを取り外す図 31。

43. ブラシ駆動プーリをグルーマ駆動プーリに差
し込んで駆動シャフトに通す図 31。プーリの
タブが駆動シャフトのスロットにきっちりと
嵌まるように取り付けること。

44. 3/8 x 2 inフランジヘッドボルトのネジ部分
にロクタイトを塗る。フランジヘッドボルト
を使って駆動プーリをシャフトに固定する図
31。ボルトを 4.65.4 kg.mにトルク締めする。

G011427

1

2
3

図図図 31

1. グルーマプーリ取り付けボ
ルト取り外す

3. ベルト

2. 駆動プーリ

45. 以下の手順で、プーリとスプリング付アイド
ラにベルトを取り付ける

• 受受受動動動プーリにベルトを回しかけ、次にアイ
ドラプーリに上からベルトを掛ける図 32。
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図図図 32

1. 駆動プーリ 3. 受動プーリ

2. アイドラプーリ・アセンブリ 4. ベルト

• 駆駆駆動動動プーリを回してベルトを回転させる
図 32。

• 駆駆駆動動動プーリからベルトが外れないようにし
ながらリールを前転させて駆動プーリ全体
にベルトを掛ける。

注注注 リールを回すときにはパッドのついてい
る手袋や厚いウェスなどを使用すること。

重重重要要要 ベベベルルルトトトのののリリリブブブががが、、、各各各プププーーーリリリののの溝溝溝にににきききちちちんんん
とととはははまままるるるよよようううににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。まままたたた、、、ベベベルルル
トトトがががアアアイイイドドドラララプププーーーリリリののの中中中心心心ををを通通通るるるよよようううにににすすするるる
こここととと。。。

46. アイドラプーリを手で押し下げて、アイドラ
プーリ・アセンブリが自由にピボット動作す
ることを確認する。

注注注 アイドラ・プーリが固定されている場合
には、バネ秤をブラシプレートのタブに掛け
て 6.8 kgの力で引き上げる古いベルトの場合
は 4.5 kgで引き上げる図 34。ナットを締めて
アイドラプーリを固定する。

重重重要要要 スススプププリリリンンングググゲゲゲーーージジジををを使使使っっっててて正正正しししくくくベベベルルルトトト
ののの張張張力力力ををを調調調整整整しししななないいいととと、、、ベベベルルルトトトががが早早早くくく破破破損損損すすす
るるる原原原因因因とととなななるるる。。。

注注注 ベルトの締め方については、カバーの内側
に貼ってあるステッカーを参照。

図図図 33

図図図 34

1. ブラシプレートタブ 2. アイドラ・プーリナット

47. ベルトとプーリの整列を以下の要領で点検する

• 駆駆駆動動動プーリの外側面に直定規を当てる図
35。

G011428

図図図 35

• 駆動プーリの面と受動プーリの面とが 0.75
mm以内に整列している必要がある。

• 整列していない場合には、「プーリの整
列」を参照。

• 整列している場合には、取り付けを続け
る。

• アアアイイイドドドラララプププーーーリリリととと間間間違違違わわわななないいいこここととと。。。

重重重要要要 プププーーーリリリががが正正正しししくくく整整整列列列しししててていいいななないいいととと、、、ベベベルルル
トトトががが早早早期期期ににに破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

48. ベルトカバーを取り付けボルトに取り付けて
フランジナット2個で固定する図 36。

重重重要要要 ナナナッッットトトををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるとととカカカバババーーーががが破破破損損損
すすするるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。
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図図図 36

1. ベルト・カバー

49. 各ベアリングハウジングにグリスを詰める図
37。内側シールとシールガードの間から余分
なグリスが出てくる。

G011429

図図図 37

50. 各ベアリングにグリスを注入する注入は 23
回を限度とすること図 37。グリスが多すぎ
ると大きな問題が出るので、グリスを入れす
ぎないように十分注意する。はみ出したグリ
スはふき取る。

注注注 グルーマベアリングにグリスを注入した
ら、30秒間程度グルーマを回転させ、エンジ
ンを止めて、グルーマシャフトとシールから
余分なグリスを除去してください。

51. グルーマの高さの調整 「グルーマの高さを調
整する」の項を参照。

ブブブルルルーーーマママキキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププ
シシショョョンンン
1. グルーマリールの一方の側から、ブラシを差

し入れ、グルーマリールの各溝にブラシが入
るようにセットする図 38。

図図図 38

1. ブラシ 2. ストラップ

2. ブラシがグルーマ刃のスロットにきちんと入っ
ていることを確認する 図 39と 図 40。

3. 図 40に示すように、グルーマリールのシャフ
トの周囲にストラップを仮巻きし、ストラッ
プをブラシの溝に差し込む図 39そして、スト
ラップが以下の刃の間にうるようにブラシの
位置を調整する 1-2, 14-15, 28-29及び 41-42。

図図図 39

1. ブラシ 2. ブレード

重重重要要要 ススストトトラララッッップププははは、、、グググルルルーーーマママ刃刃刃とととブブブラララシシシアアア
セセセンンンブブブリリリとととののの周周周囲囲囲ににに正正正しししいいい方方方向向向ででで巻巻巻かかかなななけけけれれれ
ばばばいいいけけけななないいい。。。

注注注 ブルーマのブラシが刃のスロットに正しく
嵌まっていない場合には、グルーマシャフト
の両端についているグルーマ刃の固定ナット
をゆるめ、ブルーマブラシの位置を正しく刃
のスロットに調整しなおしてからグルーマ刃
の固定ナットを締め付ける図 40。

4. ドライバをストラップバックルに押し付けな
がら、ストラップを万力プライヤでしっかり
と握ってきつく引っ張ってブラシの溝に固定
する図 40。
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図図図 40

1. ブラシ 3. リテーナ・ナット2個
2. ストラップ 4. ストラップバックル

5. バックルから約 6mmのところでストラップ
を切断し、あまったストラップをバックルに
織り込む図 40。

運運運転転転操操操作作作
グルーミングはターフ表面のすぐ上で行う作業で
す。グルーミングは、ランナーほふく茎を切断する
ことにより芝草の縦方向への成長を促し、芝目を減
らし、芝の密度を高めます。グルーミングは、よ
り均一で固いプレー面を作り、ゴルフボールの転
がりを素直に、また速くします。

バーチカットは、ターフの表面よりも下まで切り込
んでサッチを除去することを目的とした強い耕種作
業です。グルーミングはバーチカットの代わりには
なりません。Vバーチカットは、芝に大きな負担を
かける作業であり、限られた回数だけ行う作業です
が、グルーミングは軽い作業であってターフの美観
を高めるための日常作業の一つです。

図図図 41

1. 芝草のランナーほふく茎 2. サッチ

グルーミングブラシは新しい製品であり、通常のグ
ルーミングよりもさらにやさしい当たりでグルーミ
ングを行うことができます。ウルトラドワーフの
場合、たて方向への成長が大きくあまり横伸びし
ないため、ブラッシングの方がより効果的な場合
があります。ただし、ブラシであっても、芝面に
あまり深く食い込むようなセットをすると葉身を
傷つけます。

グルーミングは、ほふく茎を切断するという点で
バーチカットに似ていますが、バーチカットやサッ
チングとは異なり、刃を地中に食い込ませません。
また、バーチカットの場合よりも刃と刃の間隔が
ずっと狭いので、ほふく茎を効率よく切断すること
ができ、サッチをよく取り除きます。

グルーミングは葉身をある程度傷つける作業ですの
で、ストレスの強い時期には避けてください。ク
リーピングベントグラスやブルーグラス類などのよ
うな寒地型芝草の場合には、真夏の高温多湿の時期
にはグルーミングを行わないでください。

グルーミングには非常に多くの要素が関係しますの
で、グルーマ作業の方法や頻度について特定的な説
明をすることはできません。グルーミングに関係す
る要素としては次のようなものがあげられます

• 時期一年のうちのどの時期かや天候パターン

• 各フェアウェイの全体的なコンディション

• グルーミングや刈り込みの頻度 週に何回行う
か、また、二度刈りを行うか

• メインリールの設定刈高

• グルーミングリールの設定高さ
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• グルーミングを行い始めてどのくらいの年月が
経っているか

• 草種

• 芝管理の全体的な方法散水、施肥、薬剤散布、
コアリング、オーバーシードなど

• 各フェアウェイにおける通行量

• ストレスのかかる季節高温、高湿、ハイシー
ズンなど

これらの要素はゴルフ場ごとに異なります。し
たがって、フェアウェイを頻繁に観察してター
フの必要を見極め、グルーミング作業を調節
することが必要です。

注注注グルーマを使用する場合にも、刈り込み方向を毎
回変えるようにしてください。刈り込み方向を変え
ることによりグルーミングの効果をさらに高める
ことができます。

注注注グルーマの不適切な使用や過度の使用深すぎる設
定やグルーミング回数の多すぎは、ターフのストレ
スを高め品質下落の要因となります。グルーマは注
意深く使ってください。

注注注 グルーマはできるだけ直線走行で使ってくださ
い。グルーマを使いながらの旋回動作は十分に注
意して行ってください。

グググルルルーーーマママののの高高高さささををを調調調整整整すすするるる
1. 清潔で平らな場所でカッティングユニットを完

全に降下させ、エンジンを停止、駐車ブレー
キを掛け、エンジンのキーを抜き取る。

2. 前後のローラに汚れや狂いがないこと、また
リールが希望通りの刈高にセットされている
ことを確認するカッティングユニットのオペ
レーターズマニュアルを参照。

3. クイックアップレバー図 42を ON位置ハンド
ルがカッティングユニットの前を指すにセッ
トする。刈刈刈高高高おおおよよよびびびグググルルルーーーミミミンンングググ高高高さささ推推推奨奨奨範範範
囲囲囲ををを参参参考考考にににしししててて高高高さささををを設設設定定定すすするるる。。。

4. グルーミングリールの片方の端部で、グルー
マの刃の一番下に突き出ているところから床
までの高さを測定する図 42。高さ調整ネジ
図 42をつかって、グルーマの刃の高さを希望
の高さに調整する。

図図図 42

1. クイックアップレバーON位
置

3. 高さ調整ノブ

2. グルーマの高さ 4. 後ローラスペーサの数サイ
ドプレートのパッドの下に
ある数

5. 手順 4と同様の方法で機体の反対側でも作業
を行う。反対側の設定後、最初の側の設定を
再確認する。グルーマの左右で、高さ設定が
同じになるように調整すること。必要に応じ
て再調整する。

重重重要要要 グググルルルーーーマママののの高高高さささののの調調調整整整がががででできききたたたららら、、、ネネネジジジ
山山山付付付きききロロロッッッドドドのののジジジャャャムムムナナナッッットトトををを調調調整整整しししてててグググルルルーーー
マママレレレバババーーーががが OFF位位位置置置にににあああるるるととときききハハハンンンドドドルルルががが
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの後後後部部部ををを指指指すすすのののスススプププリリリ
ンンングググののの長長長さささががが 34mmににになななるるるよよようううにににすすするるる図図図 43。。。

注注注 この距離は、ジャムナットの上面からグ
ルーマ取り付けブラケットの下面までの距離
をいう。

図図図 43
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刈刈刈高高高おおおよよよびびびグググルルルーーーミミミンンングググ高高高さささ推推推奨奨奨範範範囲囲囲

刈刈刈高高高 後後後ロロローーーラララスススペペペーーーサササののの数数数 推推推奨奨奨グググルルルーーーミミミンンングググ高高高さささ刈刈刈高高高 - グググルルルーーーマママののの掛掛掛かかかりりり

.250 0 .125-.250

.375

.375
0
1

.187-.375

.187-.375

.500

.500

.500

0
1
2

.250-.500

.250-.500

.250-.375

.625

.625

.625

0
1
2

.375-.625

.375-.625

.375-.500

.750

.750

.750

1
2
3

.500-.750

.500-.750

.500-.625

.875

.875

.875

1
2
3

.625-.875

.625-.875

.625-.750

1.00
1.00
1.00

2*
3
4

.750-1.00

.750-1.00

.750-.875

注注注 最大グルーミング高さは刈高の 1/2最大掛かり
の 25です。

*刈高ブラケットをカッティングユニットのサイド
プレートの下側の穴に移す。

グググルルルーーーマママののの動動動作作作状状状態態態をををテテテススストトトすすす
るるる。。。
重重重要要要 グググルルルーーーマママののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ややや過過過度度度ののの使使使用用用深深深すすすぎぎぎ
るるる設設設定定定やややグググルルルーーーミミミンンングググ回回回数数数ののの多多多すすすぎぎぎははは、、、タタターーーフフフのののススス
トトトレレレスススををを高高高めめめ品品品質質質下下下落落落ののの要要要因因因とととなななりりりままますすす。。。グググルルルーーー
マママははは注注注意意意深深深くくく使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険
バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすす
るるる。。。

• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの調調調整整整ををを行行行ううう場場場合合合ににに
ははは、、、必必必ずずず事事事前前前にににリリリーーールルルををを回回回転転転禁禁禁止止止にににセセセッッットトト
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるるこここととと。。。

• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等
ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

実際に使用を開始する前に、グルーマを使用すると
どうなるかを確認しておくことが重要です。

グルーマについて正式な使用試験を行うことをお
奨めします。適切な設定を決めるための手順例を
以下に説明します

1. カッティングユニットのリールを、グルーマな
しで使う場合の普通の刈高にセットする。前
ローラは溝付きローラ、後ローラはフルロー
ラを使用する。

2. グルーミングリールを希望の深さにセットす
る。

3. テスト場所でグルーマを使ってみて 予想通り
の結果が出ているかを確認する。思い通りの結
果でない場合は、グルーマの高さ深さを変更
してもう一度テストする。グルーミングリー
ルの深さ設定をチェックする目安としては、
刈りかすの量が主要な目安となる。

テスト場でグルーミングを行った23日後に、現場を
観察する。グルーミングしなかった場所が緑色で
あるのに、グルーミングした場所が黄変していた
り、茶色に変色している場合には、グルーミングが
きつすぎると判断する。
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保保保守守守

洗洗洗浄浄浄
使用後はホースでグルーマを水洗いしてください。
ただし、ベアリング部分には直接水流を当てないよ
うに注意してください。グルーミングリールが錆び
ますので、はぬれたままにしないでください。

潤潤潤滑滑滑
50運転時間ごとにグリス注入部のグリスアップを行
う。はみ出したグリスはふき取る。

注注注 グルーマベアリングにグリスを注入したら、30
秒間程度グルーマを回転させ、エンジンを止めて、
グルーマシャフトとシールから余分なグリスを除
去してください。

図図図 44

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検
ブレードが磨耗や破損していないか定期的に点検
してください。曲がっているブレードはペンチな
どで真っ直ぐに戻してください。磨耗した刃は交
換することができます。刃の点検を行う時には、
ブレードシャフトの左右のナットが十分に締まっ
ていることを確認してください。

注注注グルーマを使うと異物土や砂も多く巻き上げるこ
とになりますので、リールや下刃の点検もより頻
繁に行うことが必要になります。特に砂質の土壌
ではこの点検が重要となります。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププをををすすするるるととときききののの回回回転転転速速速度度度ががが不不不適適適
切切切ででであああるるるととと駆駆駆動動動プププーーーリリリをををゆゆゆるるるめめめてててしししまままううう恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。バババッッックククラララッッップププにににつつついいいてててののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくく
だだださささいいい。。。

注注注グルーマのブレード、アイドラベアリング、ベル
トは消耗部品です。

グググルルルーーーマママプププーーーリリリ/ベベベルルルトトトののの調調調整整整
1. 受動プーリグルーマのシャフトは内外に動か

すことができます。プーリをどちらに動かす
必要があるのか確認する。

2. アイドラスプリングを外して、ベルトのテン
ションをなくす。ベルトを取り外す。

3. 受動プーリを駆動シャフトに固定している
ロックナットを取り外す。シャフトが回転し
ないように、グルーマシャフトの平面に 5/8 in
レンチを差し込む。

4. シャフトからプーリを取り外す。

5. プーリを外側に出す必要がある場合には、
0.032 inスペーサを1枚追加する。プーリを内
側に入れる必要がある場合には、0.032 inス
ペーサを1枚抜き取る。

6. プーリを元通りに取り付ける。

注注注 プーリにキーがついている場合には、取り
付け時に元通りに取り付ける。

7. シャフトが回転しないように、グルーマシャ
フトの平面に 5/8 inレンチを差し込む。プー
リをシャフトにはめ込み、フランジナットで
固定する。

8. ナットを 3.04.5 kg.mにトルク締めする。

9. ベルトとアイドラスプリングを元通りに取り
付ける。

10. 駆動プーリの面と受動プーリの面との整列を
点検する0.75 mm以内に整列している必要があ
る。アイドラプーリを使って調整しないこと。

図図図 45
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グググルルルーーーマママがががひひひっっっかかかかかかるるる場場場合合合のののトトトラララ
ブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
1. グルーミングリールが希望の深さにセットさ

れていることを確認する図 46。

図図図 46

1. クイックアップレバーON位
置

3. 高さ調整ノブ

2. グルーマの高さ 4. 後ローラスペーサの数サイ
ドプレートのパッドの下に
ある数

2. クイックアップ取り付けボルトをゆるめ、ネ
ジ山付きのロッドがずれていないこと、また
下のクイックアップランプに引っかかってい
ないことを確認する図 47。もう一度ボルト
を締め付ける。

3. ネジ山付きロッドのクイックアップスプリ
ングの長さを確認する34 mmなければいけな
い図 47。

図図図 47

1. クイックアップ取り付けボ
ルト

2. 高さ調整ノブ

4. 高さ調整ノブが自由に回転しない場合は、ブッ
シュが汚れている可能性がある図 47。必要に
応じてブッシュを清掃する。

5. ローラブラシが付いている場合には、ブラシプ
レート図 48がカッティングユニットユニットの
サイドプレートに平行であることを確認する。

G011430

1
図図図 48

1. ブラシプレート

6. メインドライブのブッシュ図 49が駆動ハブの
周囲を自由に回転できることを確認する。

図図図 49

1. メインドライブのブッシュ

7. 駆動側グルーマピボットプレートとカッティ
ングユニットのサイドプレートとの間にある
シム図 50がピボットハブに挟まれて締め込ま
れた状態になっていないことを確認する。シ
ムは自由に回転できなければいけない。
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図図図 50

1. シム

8. グルーマとローラブラシカバーについている
ナット図 51が締め付けすぎになっていないこ
とを確認する。

図図図 51

1. カバー
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

03665 — 右側グルーマキット
5" RH GROOMER
KIT-RM5010/RM6000 右側グルーマキット 2006/42/EC

03666 — 左側グルーマキット
5" LH GROOMER

KIT-RM5010/RM6000 左側グルーマキット 2006/42/EC

03685 — 右側グルーマキット
7 INCH RH GROOMER KIT

[RM5010/RM6000] 右側グルーマキット 2006/42/EC

03686 — 左側グルーマキット
7 INCH LH GROOMER KIT

[RM5010/RM6000] 左側グルーマキット 2006/42/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み EU技術連絡先

Peter Tetteroo
Toro Europe NV
B-2260 Oevel-Westerloo
Belgium

David Klis Tel. 0032 14 562960
上級エンジニアリングマネージャ Fax 0032 14 581911
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
January 13, 2015
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